日本の大地震被害について
韓国の全国歴史教師の会から日本の歴史教育者協議会へのみなさんへ
今回、日本の東北地方で発生した地震と津波で甚大な被害と苦しみを体験された犠牲者のみなさんに、深い慰労と哀悼の意を表わします。依然余震がつづいていて原子力発電所からの放射能漏出が憂慮されるという報道に、もどかしい気持ちを禁じ得ません。これ以上被害が出ることなく、速やかに事態が収拾されることを切実に望んでいます。
韓日両国と東アジアの平和のために努力してこられた歴史教育者協議会の先生方とそのご家族、お知り合いの方たちの中で被害にあわれた方がいらっしゃらないかと、憂慮しています。深い悲しみのうちに過ごされておられる方たちに、重ねて慰労と哀悼の気持ちを伝えたいと思います。　　
今回の惨事は日本だけの痛みでなく、東アジア、いや世界の痛みです。韓国の学生と教師、市民たちもみな日本の痛みを悼んでいることをご理解いただければと思っています。
私ども全国歴史教師の会も、歴史教育者協議会の先生方と日本のすべての市民がこの大惨事を打破って立ち上がれるよう、切実に祈るとともに少しでも役に立てることを探しています。
再度、深い慰労の意をお伝えするとともに、話ることのできない悲しみと衝撃にうちかって立ち上がることを祈っています。
2011年3月15日　全国歴史教師の会
（訳：平野　昇）
